
〇こども環境学会２０２３年定期大会(沖縄大会) 

■こども環境学会 2023年大会（沖縄） ■テーマ：地域に生きるこども 

■日時：2023 年 7 月 7 日（金）～ 7 月 9 日（日） 

■会場：アイムユニバース てだこ ホール（沖縄県浦添市仲間 1 丁目 10-7） 

■内容： 

 7 月 7 日（金）エクスカーション 

 7 月 8 日（土）～ 9 日（日） 開会式、基調講演、ポスターセッション、分科会など 

その中で、７月８日 13:20-14：50のポスターセッションで、「子ども中心の地域づくりに求められるリ

エゾンとは」というテーマで発表した。 

発表者 「地域の色・自分の色」研究会 

代表 照山龍治(事務局 塩月孝子) 

①開会式 

五十嵐会長 

小児科医、ウェルビーングは「真の幸せ」と

考えている。 

仙田代表理事 

2004 年に設立。「子どもの総合的な良い環境

づくり」を目指した。 

こどもたちのために、何をすべきかを議論し

て欲しい。 

松本浦添市長 

「遠いところ」という映画が完成した。これも参考に、 

沖縄について、今一度、考えて欲しい。 

清水実行委員長 

「てだこ」は、琉球王のこと、浦添は、「てだこ」の子と 

いうこと。この折に、沖縄社会の実態、課題を考えて欲 

しい。講演では、沖縄で生まれ現在、沖縄で子どもたち 

のために努力している方たちからお話をいただきます。 

 

②基調講演 

○こどもネットワーク山内代表 

子どもの視点から本土復帰後 50年を振り返る 

こどもの貧困問題について、沖縄県の戦後史と児童福祉法の概要から展開。沖縄県は６年遅れで施

行。基地問題から青少年非行へ。児童館と母子寮についても。 

○大城元児童館館長 

地域と子ども 

沖縄の地域の実態と沖縄の子どもの遊びについて紹介した。 

 

子ども中心の地域づくりに求められるリエゾンとは(教材の活用に向けて) 
照山龍治(「地域の色・自分の色」研究会)  木村典之(大分大学附属小学校) 

幸野洋子(大分県教育庁幼児教育センター)  山﨑朱実(別府市立鶴見小学校) 

塩月孝子(大分県芸術文化スポーツ振興財団)  秋田喜代美(学習院大学) 

 

 

 

 

1.研究会としての活動 

「地域の色・自分の色」研究会は、2014年に立ち上げ、「色か

ら、地域の素晴らしさと、そこで生まれ育った自分の良さを再発

見する」ことを目的に活動を続けている。 

その中で、2020年度からは、別府学を提唱し、新たな教育と振

興策に取り組んでいた「別府地域」で、「子ども中心の地域づく

り」に向けて、私たち研究会の成果を活用したいと考えた。 

2020年度は、子どもたちと、身近な自然や歴史や文化を、「色」

という視点から捉え直し、ふるさとの宝物を掘り起こしていくと

いう入門教材「ふるさとのたからもの」を作成し、小学校や幼稚

園で検証実践も行った。そして、幼稚園の実践は、実践記録「ふ

るさとのいろあそび」としてまとめた。 

2021年度には、その実践活動の中で、子どもたちが不思議と捉

えたことを、「色」の違いや変化から、科学的に解き明かしてい

く探究教材「ふるさとのふしぎ」を作成した。 

この３つの教材は、県立図書館をはじめ、別府市立図書館や別

府市の全市立幼稚園、全市立小・中学校に置き、活用に向けてア

ンケート調査も行い、高い評価を得た。 

加えて、学校と地域が連携した地域活動にも取り組んだ。 

例えば、血の池地獄などに設置した「こども『色』博物館」で

ある。その中に、子どもたちの作品や教材、研究成果などを展示

し、国内外から、付箋紙で 243件のご意見をもらった。 

「良い取り組みですね。こんなことが出来る貴方たちがうらや

ましい」、「楽しそうな布染めの様子が伝わります」、「地域資源を

見直しました」、「自然に生まれた赤色、不思議です」、「こどもの

考えることっておもしろい」など、その多くは、励ましの言葉で

あった。そこで、2022年度は、子どもたちが興味を持った大地(火

山)に焦点を当て、市町村の垣根を超えて、お互いの「ふるさと

の宝物」を探究し合う実践と交流授業を行った。 

そして、地域と地域は、大地の営みを通して、繋がっているこ

とを、子どもたちと「色」を通して解き明かしていく学習材「ふ

るさとのだいち」を作成した。この学習材は、ＱＲコードで研究

会ＨＰと繋ぎ、学習コンテンツに動画を加えた。 

? .小学校での活動(「色」を通したふるさと学習) 

小学校での活動は、2020年 10月に、別府市立鶴見小学校の「ふ

るさと学習」と当研究会の「色」を通した「ふるさと再発見」が、

出会ったことから始まった。一方、県内の小学校では、郷土愛を

育むために教育委員会が作成した「別府学」や「国東学」など、

「地域学」を活用した「ふるさと

学習」が行われていた。 

そのため、当研究会の活動は、

「色」を活用した「ふるさと学習」

として、鶴見小学校から、別府市

立朝日小学校や国東市立安岐中央

小学校など、他の学校や他の市町村に広がっていった。 

? ．幼稚園・こども園での活動(ふるさとの「色」あそび) 

園での活動は、2021年 5月に、別府大学明星幼稚園が、当研究

会作成の入門教材「ふるさとのたからもの」を活用して、血の池

地獄の赤い泥や身近な草花で「色あそび」を始めたことから始ま

った。その中で、明星幼稚園５歳児と明星小学校３年生との「色」

を通した学び合いも行われた。その後、この明星幼稚園の「色あ

そび」は、「色」を通した「ふるさと学習」に発展し、県内外の教

育関係者や地域づくり関係者から高

い評価を得た。 

そのため、この活動は、別府市の真

愛幼稚園をはじめ、大分市のふたば

こども園や国東市の市立安岐中央幼

稚園など、市町村の垣根を超えて、県

内の幼稚園や、こども園にも広がっていった。 

４.子ども中心の地域づくりに求められるリエゾンとは 

これまでの活動の中で、多くの地域の人たちや団体は、「私た

ちが持つ地域資源を地域の未来を担う子どもたちの教育に提供

することは私たちの喜びだ」と言う。しかし、その一方で、「活用

方法がわからない」、「学校との繋がりがない」とも言う。 

学校や園でも、「やってみたいが、時間に余裕がない」、「地域

の人たちとの調整が難しい」と言う。そして今、コロナ禍の影響

もあって、双方の距離感は、これまでにも増して遠くなっている

ように感じる。そのため、「子ども中心の地域づくり」には、学校

や園と地域の人たちや団体を繋ぐ「リエゾン」と、地域ぐるみで

学び合える教材が、いろいろな地域に必要だと考えた。 

そして、今、求められているリエゾンの機能は、理念を共有し、

自身は変化せず、価値観の異なるものを親和させ、学校や園と地

域との協働を促進する機能だと考えた。 

５.求められるリエゾン(教材の活用)に向けて 

当研究会は、2020年度に、「子ども中心」「色の視点」「探究学

習」という理念を共有する幼・小・中の教員や行政経験者、学識

経験者など様々な人材で構成された組織に再編し、求められるリ

エゾンに向けて、「色」を通し、「綺麗」といった感動から、地域

ぐるみで学び合う教材作りなどに取り組んできた。 

今後も、作成した教材を活用して、学校・園と地域を繋ぎ、「子

ども中心」「私たちのふるさと」という思いを地域ぐるみで共有

し、「ふるさと学習」や「地域創生」を進めていくとともに、研究

会のホームページ等を活用して、教材や活動の様子、研究成果を

広く公開し、研究会の思いと活動を広く発信していく。 

参考文献 

｢色から始まる探究学習｣ 「地域の色・自分の色」実行委員会+

秋田喜代美 明石書店 2019 

付 記 当研究会は、公益財団法人前川財団 2020年度、2021 

年度、2022年度助成事業と一般財団法人日本児童教育振興 

財団 2022年度助成事業を受けて活動を続けている。  

 

応募規約を了承し、下記の通り申し込みます。

 

申込日  2023 年3月15日 

 

■ 発表種別（□にチェックをしてください）  

□ A  学術研究• 調査活動等の発表 ?  B  非営利団体の活動紹介 □Ｃ  企業等の活動紹介 

（ポスターセッション 会場発表） （ポスターセッション 会場発表） （ポスターセッション 会場展示のみ） 

 

■出展者 氏名（共同執筆者含む）•団体名 

「地域の色・自分の色」研究会 

■代表者氏名 

照山龍治 

■所属•役職 

「地域の色・自分の色」 

研究会・代表 

■ URL 

https://museum.o-iro.jp 

■メールアドレス 

r_teruyama@yahoo.co.jp 

■担当者•発表者氏名（代表者と異なる場合） 

代表者と同じ 

■所属•役職 

 

■メールアドレス 

 

■住所   〒870-0161 

大分市明野東三丁目10―9 

 

■ Tel 

090ー9652ー6333 

■ Fax 

ー ー 

 

※ A  ポスターセッションにお申込みの方は、演題区分を下記より 

1 つお選びください。但し、最終決定は委員会で行います。 

□ 保育 □ 学び • 教育 □ 健康 □ 子育て • 子育ち支援 □ 遊び環境 

?  まちづくり □ 地域文化•異文化交流 □ その他（                        ） 

※ポスターセッション B・C にお申込みの方は以下についても

ご記入ください。 

 

■申し込み／お問い合わせ 

E-mail：info@children-env.org 
※メールの件名を「ポスターセッション」としてください。 

■演題•タイトル 

子ども中心の地域づくりに求められるリエゾンとは(教材の活用に向けて) 

■ポスター掲示以外の出展希望 

ご希望の出展内容を選択してください。詳細については、事務局から事前にお問い合わせをいたします。 

映像放映など、展示に関わる機材については各出展者にてご用意ください。 

 パンフレット等の配布 □ 映像放映 □ 書籍販売 □  模型?実物等の展
示 

上記内容にかかわらず、出展してみたい企画やアイディアがあれば、ご自由に提案いただいても結構です。 

部数に限りはあるが、必要な方には、教材(学習材)としてこの活動に使用した「ふるさと読本」を配布したい。 



③ポスターセッション 

「あそび環境」「保育」「子育て・子育ち支援」「学び・教育」「健康」「関係性デザイン」「まちづく

り」などの８部門で同時に進行した。 

私たちの発表は、「関係性デザイン」のブースに約四十名(ほとんど大学関係者)の参加者を迎えて、

発表した。 

その中で、希望者には、実践記録「ふるさとのいろあそび」と学習材「続ふるさとのいろあそび」、

ポストカードを研究資料として提供した。 

 

説明概要 

今回は、「子

ども中心の地

域づくりに求

められるリエ

ゾンとは」とい

う切り口で、研

究会の活動について発表する。 

私たち研究会のメンバーは、これま

で、いろんな職場や地域で、同じような

地域課題を体験してきた。 

それは、子どもたちや地域の人たち

が、あまりにも、地域の自然や歴史文化

に関心がない。知らない。ということで

ある。 

これでは、地域教育、地域創生など、

どれもうまくいかないと思った。 

その中で、大分県にも、いくつか、成

功事例があった。 

豊後高田市の町ぐるみ教育。湯布院の観光による街づくり。世界農業遺産などである。 

その実態をよく見ると、全て、特定のグループが理念と目標を共有

し、地域を巻き込み、子ども中心「地域ぐるみで」、地域に関心を持ち、

地域を知り、地域資源を掘り起こし、活用するという取り組みの結果

だった。 

そこで、私たちは、2014年度に、この研究会を立ち上げた。 

その後、2020年度には、別府地域を拠点にして、「色」を通して、自

然や歴史・文化から「ふるさとのたからもの」を「見つける」入門教材

「ふるさとのたからもの」を作成し、小学校や幼稚園で検証実践も行

った。 

 

 

 

１.教材づくり･検証実践 

2020 年度 

①.「色」を通して自然や歴史文化から「たからもの」を、 

見つける入門教材「ふるさとのたからもの」を作成。 

②.学校園で検証実践→「身近な教材と実体験が学級ぐるみに」 

③.授業研究会(大学、県教委、市教委、小学校、幼稚園等) 

→「身近な自然等を活用する教材づくり及び学校と地域を 

繋ぐ仕組みづくりが必要」 

 

④.こども「色」博物館 開催(実践で生まれた作品と教材展示) 

→来館者から、付箋紙で、「自然に生まれた赤色、不思議 

です」「良い経験になって、良い思い出にもなります」 

など、81 件のご意見。 

2021 年度 

①.子どもたちが不思議と捉えたことを、「色」の違いや変化から、調べる探究教材「ふるさとのふしぎ」、幼稚園で

の色あそびの実践記録「ふるさとのいろあそび」を作成。 

②.３つの教材は、県立図書館、別府市立図書館や別府市の幼稚園・小中学校に置き、活用についてアンケート調査。 

→「ふるさと学習に有効」+「授業に活用できる」、その一方で、「学校・家庭・地域の連携には、ひと工夫」 

③.血の池地獄などに、「こども『色』博物館」設置。 

その中で、作品、教材、 

研究成果などを展示。 

来館者から、付箋紙で、 

「こんなことが出来る貴 

方たちがうらやましい」 

「地域資源を見直した」 

など、162 件のご意見。 

2022 年度 

①.別府市立鶴見小学校と国東市立安岐中央小学校で、それ 

ぞれの「ふるさとの宝物」を探究する実践と交流授業。 

 

 

 

 

 

②.地域と地域を繋いで、｢ふるさとのたからもの｣を確かな 

ものにする学習材「ふるさとのだいち」を作成。 

2023 年度 

①.園児の色あそびの手引き書、学習材「続ふるさとのいろ 

あそび」を作成。いろいろな地域での実践記録とその動画を加えた。 

第３回血の池地獄「こども『色』博物館」 

子ども中心の地域づくりに求められるリエゾンとは 
 

「地域の色・自分の色」研究会(照山龍治、木村典之、幸野洋子、山﨑朱実、塩月孝子) 

学習院大学文学部教授(東京大学名誉教授) 秋田喜代美 

 

第 1 回血の池地獄「こども『色』博物館」 

鬼石坊主地獄「こども『色』博物館」 

鶴見小学校 安岐中央小学校 

第２回血の池地獄「こども『色』博物館」 

交流授業 

教材コーナー 



その中で、「身近な教材と実体験が、学校ぐるみ、家族ぐるみになる」

ということが見えてきた。 

さらに、大学や教育委員会も入れた授業研究会では、「教材づくり」

と、「学校と地域を繋ぐ仕組みづくり」が必要だ。という提言もいただ

いた。 

そのため、2021年度に、子どもたちが不思議と捉えたことを、「色」

の違いや変化から、解き明かす探究教材「ふるさとのふしぎ」と、幼

稚園での実践記録「ふるさとのいろあそび」を作成した。 

これらの教材は、図書館や学校に置いて、アンケート調査も行った。 

その中では、「ふるさと学習に有効」とか、「授業に活用できる」な

どという評価の一方で、「学校・家庭・地域の連携には、もうひと工夫

必要」というご指摘もあった。 

一方、血の池地獄に設置した「こども『色』博物館」では、県内外の方々から、「こんなことが出来

る貴方たちがうらやましい」とか、「地域資源を見直した」などという 162件の励ましの言葉をいただ

いた。 

そのため、2022年度には、市町村の垣根を超えて、別府と国東の小学校で、実践と交流授業を行い、

それを踏まえて、｢故郷の宝物｣を確かなものにする学習材「ふるさとのだいち」を作成した。 

そして、2023 年度には、色あそびの手引き書「続ふるさとのいろあそび」を作成して、学習コンテ

ンツに、動画も加えてみた。 

このような活動の中で、「子ども中心の地域づくり」に向けて、いくつかの課題が浮き彫りになった。 

まず、地域では、「学校との繋がりがない」ということ。 

学校や幼稚園では、「地域教材の活用方法がわからない」「適切な教科書が無い」ということ。 

行政は、「学校主体」として、学校任せということである。 

つまり、地域と学校は、異なる価値観と一定の距離感を持っていて、そのままでは、連携が難しいと

いうことである。 

そのため、私たちは、「子ども中心の地域づくり」には、学校と地域を繋ぐ「リエゾン」が必要と考

えている。 

教職員や行政職員など、多様な経歴を持つメンバーが、価値観の異なる学校や地域を繋いで親和さ

せ、反応を促進させる。その一方で、組織内に溜まる想いや矛盾は、意見交換で馴染ませる。 

このような仕組みにより、私たちは、今後とも、作成した教材・学習材と、掘り起こした地域資源、

ホームページを活用しながら、求められるリエゾンを目指して、活動を続けていく所存である。 

 

④学会での評価 

「色」を教育に活用するという視点はこれまでなかった。ポスターセッションでは、なかなか会員

や皆さんの理解が得られないと思う。そのため、論文などにまとめて、詳しく、広く紹介してほしい

と思っている。 

 

２.活動の中で、浮き彫りになった課題、そして、求められる「リエゾン」 

①.地域(地場企業を含む)では、 

「地域の未来を担う子どもたちに、私たちの地域資源を活用してもらうことは、「私 

たちの喜び」、その一方で、「持っている地域資源を子どもたちの教育にどのように 

活用できるのか、活用方法がわからない」、「学校との繋がりがない」 

②.学校や幼稚園では、 

「地域学に色という視点を入れて焦点化すれば、子どもたちは学びやすい」「身近な 

教材の活用は、学校ぐるみ、家族ぐるみ、地域ぐるみの学びに向かう」 

その一方で、「地域教材を探す余裕がない」「地域資源の活用方法がわからない」「適切な教材(手引書)が無い」 

③.地方行政・教育行政では、 

「地域資源の活用は地域創生に必要」「地域学は子どもたちの地域教育として学校でしっかりやってもらいたい」 

その一方で、「学校の自主性が大事」「地域との連携は学校主体」 

④.異なる価値観・キーワード(学校、企業、地域、行政) 

地域「現状維持」「地域慣習」、企業「安定経営」「利益優先」、 

学校「学校安全」「学力向上」、行政「予算主義」「３年で効果検証」 

⑤.長い年数が必要な人材育成 

「幼児教育」「義務教育」「高等教育」など、人材育成は１０年以上の教育期間が必要 

? .そのため、子ども中心の地域づくりには、異なる価値観を持つ、教育施設(学校や幼稚園、こども園)と地域(企業、

住民)、行政(地方行政、教育行政)を繋ぎ、「仲介」「橋渡し」を行う「リエゾン(中間組織)」が必要。 

３.子ども中心の地域づくりに求められる「リエゾン」とは 

①.求められているリエゾンの機能 

理念を共有し、自身は変化せずに、価値

観の異なるものを親和させ、反応を促進さ

せる機能と考えた。 

②.多様な人材でリエゾンを構成 

多様な会員が、親油基・親水基となり、

価値観の異なる組織を繋ぐ。会員の多様な

思いは、理念と議論で馴染ませる。 

４. 今後の研究会の活動ビジョン 

①.当研究会は、「子ども中心」「色の視点」「探究学習」という理念を共有する幼・小・中の教員や行政経験者、学識

経験者など様々な人材により構成されている。 

②.これまで、求められるリエゾンに向けて、「色」を通し、「綺麗」といった感動から、地域ぐるみで、地域の自然

や歴史文化を学び合う教材・学習材づくりと研究会ホームページの整備・活用に取り組んできた。 

③.今後は、作成した教材・学習材と、掘り起こした地域資源を活用しながら、学校・園と地域を繋ぎ、「子ども中心」

「私たちのふるさと」という思いを地域ぐるみで共有し、「ふるさと学習」や「地域創生」をさらに進めていくとと

もに、研究会のホームページを活用して、作成した教材・学習材の原稿や活動の様子、研究成果を広く公開し、子ど

もたちが、さらに広い世界に、「漕ぎ出す」「飛び立つ」ことを願いながら、活動を続けていく。 

「地域の色・自分の色」研究会 https;//museum.o-iro.jp/ 

 

※付記 当研究会は、公益財団法人前川財団 2020 年度、2021 年度、2022 年度助成事業と、一般財団法人日本児童教育振興 

財団 2022 年度、2023 年度助成事業を受けて活動を続けている。 

 

学校 
リエゾン 

(理念と情報の共有) 

 

地域   

リエゾンは、界面活性剤と触媒の機能が大事 

研究会の現状 


